
國學院大學学術情報リポジトリ

小中村清矩の『令義解』講義録

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2024-07-03

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 宮部, 香織

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/0002000641URL



47 小中村清矩の『令義解』講義録

　
　

は
じ
め
に

　

小
中
村
清
矩
は
、
幕
末
か
ら
明
治
半
ば
に
か
け
て
活
躍
し
た
国
学
者
で
あ
り
、
黎
明
期
の
法
制
史
学
の
泰
斗
と
し
て
も
夙
に
知
ら
れ
て

い
る
人
物
で
あ
る
。
前
稿
「
小
中
村
清
矩
と
法
制
学
講
義
」
に
お
い
て
、
小
中
村
が
種
々
の
設
立
し
て
間
も
な
い
教
育
機
関
に
お
い
て
法

制
学
の
講
義
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
、
殊
に
『
令
義
解
』
の
講
義
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た（

（
（

。
こ
れ
ら
の
教
育
機
関
で
の

講
義
は
、
後
に
講
義
録
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
全
て
が
現
存
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
小
中
村
の
日
記

な
ど
か
ら
講
義
録
を
執
筆
し
て
い
た
形
跡
を
窺
う
し
か
な
い
も
の
も
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
前
稿
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
、

小
中
村
の
講
義
録
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
、
現
在
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
小
中
村
の
講
義
録
の
う
ち
、
複
数
の
講
義
録
が
存

し
、
小
中
村
の
歿
後
に
著
書
と
し
て
纏
め
ら
れ
て
も
い
る
『
令
義
解
』
の
講
義
録
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

小
中
村
清
矩
の
『
令
義
解
』
講
義
録
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一
、
の
こ
さ
れ
た
数
種
の
『
令
義
解
』
講
義
録

　

小
中
村
が
残
し
た
講
義
録
は
『
令
義
解
』
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
中
で
も
歿
後
に
遺
稿
と
し
て
孫
の
清
名
に
よ
っ
て
、
明
治
三
十
六

年
（
一
九
〇
三
）
に
弘
文
館
よ
り
出
版
さ
れ
た
『
令
義
解
講
義
』
が
、
著
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
同
書
の
小
引
に
は
、
収
録
し
た
講
義
録
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　　
　

�

こ
の
令
義
解
講
義
は
、
官
位
令
職
員
令
及
び
神
祇
令
は
、
嘗
て
斯
文
学
会
に
於
て
、
講
義
せ
ら
れ
し
も
の
に
て
、
同
会
の
講
義
録
に

よ
り
て
、
既
に
出
版
せ
ら
れ
し
も
の
な
り
。

　
　

�

獄
令
は
獄
令
講
義
と
し
て
、
別
に
書
き
お
か
れ
し
も
の
に
て
、
か
ゝ
る
体
裁
に
全
令
を
注
釈
せ
ら
れ
ん
志
な
り
し
も
、
果
た
さ
れ
ざ

り
し
な
り
。

　
　

�

か
ゝ
れ
ば
両
様
そ
の
体
均
し
か
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
今
之
を
合
せ
て
一
冊
と
し
、
斯
文
学
会
の
承
諾
を
得
、
遺
稿
と
し
て
、
出
版
す

る
こ
と
ゝ
し
た
り
。
見
ん
人
そ
の
体
裁
の
互
に
異
な
る
を
あ
や
し
む
こ
と
な
か
れ
。

　

右
の
文
に
よ
れ
ば
、
官
位
令
、
職
員
令
、
神
祇
令
講
義
は
、
斯
文
学
会
に
お
い
て
出
版
さ
れ
た
も
の
の
再
録
で
あ
り
、
獄
令
講
義
は
こ

れ
と
は
別
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
あ
る
。

　

こ
の
両
者
の
体
裁
が
異
な
っ
て
い
る
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
存
す
る
の
か
を
以
下
に
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
斯
文
学
会
の

講
義
録
の
方
は
、
初
出
と
な
っ
た
掲
載
誌
『
斯
文
学
会
講
義
筆
記
』
で
の
執
筆
体
裁
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
の
『
斯
文
学
会
講
義
筆

記
』
は
、
第
一
号
（
明
治
十
四
年
六
月
刊
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
凡
例
に
、
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一
此
編
、
毎
号
四
五
講
ヲ
載
ス
、
而
シ
テ
一
巻
ノ
員
数
、
凡
ソ
二
十
葉
ヲ
以
テ
限
ト
ス
、

　
　
　

但
講
書
ノ
本
文
ハ
、
之
ヲ
略
載
ス
、
紙
数
ヲ
増
サ
ヽ
ル
ヲ
欲
ス
レ
ハ
ナ
リ
、

と
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
各
号
の
総
丁
数
を
二
〇
丁
を
も
っ
て
上
限
と
し
、
毎
号
に
四
な
い
し
五
種
の
講
義
筆
記
を
掲
載
す
る
と
い
う

編
集
方
針
を
採
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
各
講
義
筆
記
は
わ
ず
か
三
～
四
丁
程
度
の
割
り
振
り
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
紙
幅
の
制
約
か
ら
、

講
義
で
教
本
と
し
て
用
い
る
漢
籍
類
の
本
文
は
、そ
の
全
文
を
掲
載
せ
ず
に
部
分
的
に
掲
げ
る
の
み
に
止
め
て
い
る
。小
中
村
に
よ
る『
令

義
解
』
の
講
義
筆
記
に
お
い
て
も
、
令
の
本
文
や
義
解
の
文
を
途
中
で
省
略
し
て
全
文
は
掲
載
し
て
お
ら
ず
、
説
明
が
必
要
な
語
句
や
文

言
を
適
宜
抜
き
出
し
て
解
説
を
施
し
て
お
り
、
そ
の
解
説
の
中
で
『
令
集
解
』
引
載
の
諸
私
記
の
注
釈
や
律
令
格
式
の
関
連
条
文
、
和
漢

典
籍
の
関
連
史
料
も
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
体
裁
の
ま
ま
、
著
書
『
令
義
解
講
義
』
に
再
録
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
職
員
令
神

祇
官
条
で
は
、
長
官
で
あ
る
伯
に
つ
い
て
の
冒
頭
部
分
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る（

（
（

。

　
　

�

伯ハ
ク

一
人
掌
神
祇
祭
祀
云
々
（
謂
為
祭
主
云
々
）　

凡
諸
官
に
必
カ
ミ 

ス
ケ
、
ジ
ヨ
ウ
、
サ
ク
ハ
ン
、
四
等
の
員
あ
り
、
又
長
官
、

次
官
、
判ハ
ウ

官
、
主
典
と
も
云
、
カ
ミ
は
一
官
中
の
長
な
り
、
ス
ケ
は
長
の
補
佐
な
り
、
ジ
ヨ
ウ
は
一
官
中
の
取
締
役
な
り
、
サ
ク
ハ

ン
は
文
案
を
為シ

出ダ

す
役
な
り
、
此
神
祇
官
に
て
は
、
伯
を
カ
ミ
と
す
れ
ど
、
音
の
ま
ゝ
ハ
ク
と
称
す
る
な
り
、
○
祝
部　

諸
社
に
奉

仕
す
る
者
に
、
古
く
祭
主
、
神
主
、
禰
宜
、
宮
司
、
な
と
の
名
称
あ
れ
ど
、
此コ
ヽ

に
て
は
其ソ
レ

等
を
総
て
祝ハ
フ

部リ
ヘ

と
い
へ
る
な
り
、（
義
）

為
二
祭
主
一
賛
辞
者
也　

此
は
説
文
の
文
に
し
て
、
今
本
の
説
文
に
は
、
為
の
字
無
し
、
祭
主
と
は
、
祭
を
行
ふ
主
人
な
り
、
賛
辞

と
は
、
所
謂
祝
詞
に
し
て
、
神
の
み
う
へ
並
に
供
物
な
ど
を
、
賛
す
る
も
の
故
に
、
か
く
称
せ
る
な
り
、（
筆
者
注
、
読
点
は
原
文
マ
マ
）
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『
令
義
解
』
で
は
「
伯
一
人
」
に
続
く
職
掌
に
つ
い
て
の
令
文
（
本
注
）
は
、「
掌
。
神
祇
祭
祀
。
祝
部
神
戸
名
籍
。
大
嘗
。
鎮
魂
。
御

巫
。
卜
兆
。
惣
判
官
事
。
余
長
官
判
事
准
此
。」
と
な
っ
て
い
る
が
、
右
で
は
冒
頭
の
「
掌
神
祇
祭
祀
」
の
み
掲
げ
、
後
は
「
云
々
」
と

省
略
し
て
お
り
、
令
文
の
「
祝
部
」
と
「
神
戸
名
籍
」
の
間
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
義
解
の
注
釈
文
「
謂
。
為
祭
主
賛
辞
者
也
。
其
祝
者
。

国
司
於
神
戸
中
簡
定
。
即
申
太
政
官
。
若
无
戸
人
者
通
取
庶
人
也
。」
も
、
丸
カ
ッ
コ
書
き
で
「
謂
為
祭
主
云
々
」
と
し
て
、
冒
頭
の
文

言
の
み
で
省
略
し
て
い
る
。
こ
の
次
に
、
一
文
字
分
の
空
白
を
設
け
て
小
中
村
自
身
の
注
釈
を
掲
げ
て
い
る
（
こ
こ
で
は
律
令
一
般
に
関

す
る
解
説
）。
な
お
、
令
文
や
義
解
文
中
の
語
句
や
文
言
に
つ
い
て
の
注
釈
を
施
す
際
に
は
、「
○
祝
部
」、「（
義
）
為
二
祭
主
一
賛
辞
者
也
」

の
よ
う
に
「
○
」
や
「（
義
）」
の
記
号
を
用
い
て
当
該
語
句
を
抜
き
書
き
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
自
己
の
見
解
を
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
斯
文
学
会
で
の
刊
行
分
の
再
録
で
あ
る
官
位
令
、
職
員
令
、
神
祇
令
講
義
は
、
ほ
ぼ
全
編
が
右
の
よ
う
な
体
裁
で
記
さ
れ
て
い
る

が
、
神
祇
令
の
み
末
尾
に
「
本
令
の
大
旨
」
と
題
す
る
神
祇
令
の
概
要
を
解
説
す
る
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
右
掲
の
「
伯
一
人
」

の
よ
う
に
、
令
の
本
文
は
大
き
な
活
字
で
表
記
し
て
、
注
文
や
義
解
の
文
は
大
き
な
活
字
を
用
い
な
い
と
い
う
表
記
の
区
別
を
し
て
い
る

が
、
段
落
を
改
め
て
令
文
を
掲
げ
る
際
に
は
も
れ
な
く
こ
の
大
活
字
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
場
合
に
は
令
文
の
本
文
、
注
文
の
区
別

が
な
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　

次
に
、
別
稿
と
さ
れ
る
獄
令
講
義
の
体
裁
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
例
と
し
て
獄
令
犯
罪
条
の
後
半
部
分
を
以
下
に
掲
げ
た

い( (

(

。

　
　

其
衛
府
ノ
糺
ミ二
捉
ヘ
タ
ラ
ハ
罪
人
ヲ一
、
非
ハレ
貫
二
属
ス
ル
ニ
京
一
者
、
送
ル二
刑
部
省
ニ一
、

　
　
　

�

五
衛
府
の
官
人
の
、
京
中
を
行
夜
巡
行
し
て
、
不
如
法
の
者
有
れ
ば
糺
し
捉
ふ
る
事
、
宮
衛
令
に
あ
り
、
其
捉
へ
た
る
者
、
東
西

両
京
に
貫
属
し
た
ら
ば
、
京
職
に
送
り
、
然
ら
ざ
る
者
は
、
皆
刑
部
省
に
送
り
て
、
推
断
せ
し
む
、
故
に
か
ゝ
る
時
に
当
り
て
は
、

謂
文
云
非
貫
属
京
者
、
即
知
貫
属
者
皆
送

京
職
、但
犯
夜
之
罪
、衛
府
当
日
決
放
也
、
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刑
部
省
に
て
も
、
笞
杖
の
如
き
軽
罪
を
裁
判
す
る
な
り
、（
義
）
但
犯
夜
之
罪
云
々
、
京
職
に
貫
属
せ
る
者
と
雖
も
、
犯
夜
の
罪
（
考

証
み
る
べ
し
）
な
ら
ば
、
衛
府
当
日
に
笞
杖
を
加
へ
て
、
放
ち
遣
る
な
り
、

　
　
　

�（
考
証
）
宮
衛
令
云
、
凡
京
路
、
分
レ
街
、
立
レ
鋪
、
衛
府
待
レ
時
行
夜
、
夜
鼓
声
絶
禁
レ
行
、
暁
鼓
声
動
聴
行
、
若
公
使
、
及
有
下

婚
嫁
喪
病
須
二
相
告
赴
一
求
中
訪
医
薬
上
者
、
勘
問
明
知
レ
有
レ
実
、
放
過
、
非
二
此
色
人
一
、
犯
レ
夜
者
、
衛
府
当
日
決
放
、
応
レ
贖
、

及
余
犯
者
送
二
所
司
一
、

　
　

�（
大
意
）
此
条
は
、
凡
て
犯
罪
人
は
、
犯
罪
の
地
に
於
て
裁
判
し
、（
第
一
段
）
在
京
の
官
舎
に
て
、
犯
人
有
し
時
、
軽
罪
は
其
司
に

て
決
し
、
重
罪
は
刑
部
省
に
送
り
、（
第
二
段
）
巡
行
の
衛
府
の
召
捕
人
は
、
犯
夜
贖
の
外
は
、
皆
刑
部
省
に
送
る
、（
第
三
段
）
制

を
さ
た
む
、（
筆
者
注
、
割
注
部
分
は
返
り
点
、
送
り
仮
名
を
省
略
、
読
点
は
原
文
マ
マ
）

　

右
は
、
当
該
条
の
令
文
「
凡
犯
レ
罪
。
皆
於
二
事
発
処
官
司
一
推
断
。
在
京
諸
司
人
。
京
及
諸
国
人
。
在
京
諸
司
事
発
者
。
犯
二
徒
以
上
一
。

送
二
刑
部
省
一
。
杖
罪
以
下
当
司
決
。
其
衛
府
糺
二
捉
罪
人
一
。
非
レ
貫
二
属
京
一
者
。
皆
送
二
刑
部
省
一
。」
の
傍
線
部
に
つ
い
て
の
注
釈
で

あ
る
。
令
文
が
大
き
な
活
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
前
掲
の
斯
文
学
会
で
の
講
義
録
の
再
録
分
と
同
様
で
あ
る
が（

（
（

、
義
解
の
文
は
割

注
の
形
式
で
表
記
さ
れ
て
い
る
（
段
落
を
改
め
て
義
解
の
文
が
掲
げ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
割
注
で
は
な
く
大
活
字
の
体
裁
と
な
っ
て
い
る
）。

令
文
も
義
解
文
も
省
略
は
せ
ず
に
そ
の
全
文
を
掲
げ
、
適
宜
分
割
し
て
掲
載
し
た
次
に
小
中
村
の
解
釈
を
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
小
中

村
の
解
釈
は
、語
釈
や
文
言
を
逐
一
掲
げ
て
の
注
釈
で
は
な
く
、令
文
全
体
に
つ
い
て
の
解
説
で
あ
り
、義
解
に
言
及
す
る
場
合
に
は「（
義
）

…
」
と
し
て
当
該
箇
所
の
義
解
の
文
言
を
引
用
し
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
解
説
を
施
す
体
裁
を
採
っ
て
お
り
、
前
掲
再
録
分
と
は
か
な
り

体
裁
が
異
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
大
き
く
異
な
る
点
が
、
再
録
分
で
は
小
中
村
自
身
の
解
説
と
並
ん
で
『
令
集
解
』
引
載
の
諸
注
釈
や

律
令
格
式
の
関
連
条
文
、
和
漢
典
籍
の
類
を
引
用
し
て
い
た
が
、
こ
の
獄
令
講
義
に
お
い
て
は
、「（
考
証
）」
と
し
て
別
項
目
を
立
て
て
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こ
れ
ら
の
関
連
史
料
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、「（
大
意
）」
の
項
目
を
さ
ら
に
立
て
、
条
文
全
体
の
要
旨
も
簡
潔
に
説
明
し
て
い
る
。

右
掲
の
例
で
は
、
小
中
村
自
身
の
解
説
部
分
に
於
い
て
、
関
連
規
定
に
言
及
す
る
際
に
は
「（
考
証
み
る
べ
し
）」
と
し
て
、「（
考
証
）」

の
項
目
へ
の
参
照
を
促
し
て
お
り
、「（
大
意
）」
に
お
い
て
は
、
当
該
条
文
が
三
つ
の
事
項
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、（
第
一

段
）、（
第
二
段
）、（
第
三
段
）
と
し
て
、
わ
か
り
や
す
く
記
載
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
先
に
掲
げ
た
斯
文
学
会
で
の
講
義
録
の
再
録
原
稿
に
比
べ
る
と
、
右
の
獄
令
講
義
の
方
が
、『
令
義
解
』
の
講
義
録
な

い
し
注
釈
と
し
て
の
体
裁
が
か
な
り
整
え
ら
れ
て
お
り
、
条
文
の
内
容
を
理
解
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
後
半
に
な
る
と
「（
考

証
）」
部
分
の
表
記
が
錯
綜
し
て
い
る
箇
所
が
存
し
、
ま
た
「（
大
意
）」
が
全
般
に
亙
っ
て
附
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の

獄
令
講
義
は
完
成
稿
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
獄
令
講
義
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
斯
文
学
会
で
の
講
義
録
と
は
別
に
執

筆
さ
れ
た
講
義
録
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
未
発
表
稿
が
い
つ
ご
ろ
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
は
後
述
す
る
と
し
て
、
現
在
確
認

で
き
る
小
中
村
が
生
前
に
執
筆
し
た
『
令
義
解
』
の
講
義
録
に
つ
い
て
、
次
節
以
降
に
見
て
い
き
た
い
。

　　
　

二
、『
斯
文
学
会
講
義
筆
記
』
と
『
斯
文
学
会
講
義
録
』

　

小
中
村
が
執
筆
し
た
講
義
録
の
う
ち
、
現
在
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
中
で
一
番
時
期
が
早
い
の
は
、
前
節
で
も
言
及
し
た
斯

文
学
会
で
の
講
義
録
で
あ
る
。

　

斯
文
学
会
は
、
明
治
十
三
年
に
有
志
を
募
っ
て
発
足
し
た
学
会
で
あ
り
、
一
般
民
衆
に
漢
学
へ
の
関
心
を
促
す
た
め
に
斯
文
黌
を
設
立

し
て
漢
籍
の
講
筵
（
講
義
）
を
開
き
、
こ
の
講
筵
の
一
講
座
を
小
中
村
が
担
当
し
て
『
令
義
解
』
を
講
義
し
た
。
斯
文
学
会
で
の
小
中
村

の
講
義
に
つ
い
て
は
前
稿
に
お
い
て
既
に
論
じ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
ず
に
講
義
録
を
中
心
に
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
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斯
文
学
会
で
は
講
筵
が
開
始
さ
れ
て
ま
も
な
く
の
時
期
に
、
講
筵
を
聴
講
で
き
な
い
全
国
の
会
員
に
向
け
た
講
義
筆
記
を
刊
行
す
る
こ

と
を
決
め
、
明
治
十
四
年
六
月
に
『
斯
文
学
会
講
義
筆
記
』
第
一
号
を
創
刊
し
た
。
こ
の
創
刊
号
よ
り
、
小
中
村
の
『
令
義
解
』
の
講
義

筆
記
は
掲
載
さ
れ
、
序
と
な
る
法
律
沿
革
に
始
ま
り
、
官
位
令
、
職
員
令
と
各
号
に
四
、五
丁
ず
つ
掲
載
し
、
休
刊
と
な
る
第
六
十
九
号

ま
で
に
、
第
一
、二
、三
、四
、六
、七
、十
一
、十
三
、十
四
、十
七
、二
十
、二
十
三
、三
十
五
、三
十
九
、四
十
一
、四
十
九
、五
十
号
の
一
七
回
分

を
連
載
し
た
。
内
容
と
し
て
は
、
職
員
令
内
染
司
条
ま
で
と
な
っ
た
が
、
講
義
自
体
は
さ
ら
に
先
へ
進
ん
だ
田
令
あ
た
り
ま
で
行
な
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
り
、
講
義
筆
記
の
執
筆
に
は
か
な
り
の
時
差
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

小
中
村
の
著
作
草
稿
や
書
類
な
ど
を
綴
っ
た
史
料
「
陽
春
廬
草
稿（

（
（

」
の
中
に
、
斯
文
学
会
で
の
講
義
録
の
原
稿
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
原
稿
は
、「
陽
春
廬
草
稿 
六
」
と
の
外
題
題
箋
が
附
さ
れ
た
和
装
本
一
冊
（
寸
法
二
〇
・
三
×
一
三
・
六
糎
）
の
内
に
合
綴
さ
れ
て
お
り
、

版
心
に
「
斯
文
学
会
講
義
筆
記
／
斯
文
学
会
蔵
版
」
と
刷
ら
れ
た
茶
六
行
罫
紙
に
墨
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
職
員
令
宮
内
省
条

か
ら
後
宮
職
員
令
に
い
た
る
ま
で
の
四
綴
り
で
、
各
表
紙
に
「
ウ　

成
稿
十
三
丁　

講
令
筆
記　

宮
内
省
之
部
」、「
明
治
十
四
年　
　

月

　
　

日
講
義　

エ　

成
稿
十
丁　

令
義
解
講
義
筆
記　

弾
正
台
以
下
」、「
オ　

成
稿
八
丁　

令
講
義
筆
記　

大
宰
府
以
下
」、「
カ　

明
治

十
四
年　

月　

日
講
義　

成
稿
五
丁
半　

講
令
筆
記　

後
宮
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
カ
タ
カ
ナ
部
分
は
朱
筆
）。
第
二
の
綴
り
の
表
紙
に
は
、

小
中
村
が
講
義
を
行
な
っ
た
明
治
十
四
年
十
月
二
十
八
日
・
十
一
月
十
一
日
の
日
付
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
講
義
録
の
本
文
を
見
る
と
十

月
二
十
八
日
は
弾
正
台
条
か
ら
隼
人
司
条
ま
で
、
十
一
月
十
一
日
に
は
左
衛
士
府
条
か
ら
摂
津
職
条
ま
で
を
講
義
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
三
の
綴
り
の
表
紙
に
は
講
義
の
日
付
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
文
の
方
に
は
明
治
十
四
年
十
一
月
二
十
五
日
の
日
付
が
記
録
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
第
四
の
綴
り
の
表
紙
に
は
月
日
は
空
欄
と
な
っ
て
い
る
が
、
明
治
十
四
年
十
二
月
中
に
行
な
わ
れ
た
講
義
の
記
録
で
あ

る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
講
義
録
は
表
紙
に
成
稿
と
書
か
れ
て
い
る
が
、『
斯
文
学
会
講
義
筆
記
』
に
掲
載
さ
れ
た
講
義
録
と
は
異
な
る
内
容
と
な
っ

十　十
一

廿
八

十
一
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て
い
る
。
例
え
ば
、
宮
内
省
条
の
冒
頭
部
分
は
以
下
の
通
り
に
な
っ
て
い
る
。　

　
　

宮�
内
省　
　

是
ハ
主
上
ノ
御
身
近
ノ
御
用
ヲ
勤
ム
ル
役
所
ナ
リ
、
同
シ
主
上
ノ
御
用
（
筆
者
注
、「
身
近
」
を
抹
消
し
て
「
用
」
に
修
正
）

ヲ
勤
ム
ル
ニ
テ
モ
中
務
省
ト
ハ
自
カ
ラ
別
ナ
リ
、
中
務
ノ
方
ハ
手
重
ヒ
事
ヲ
管
轄
シ
、
表
向
キ
ノ
御
用
ノ
御
取
次
キ
ヲ
ス
ル
役
所

ナ
リ
、
宮
内
ハ
食
物
薪
炭
営
繕
等
マ
タ
皇
族
或
ハ
内
親
王
ノ
事
ナ
ト
ヲ
管
轄
ス
、
武
家
ニ
テ
云
ヘ
ハ
勝
手
方
用
人
ノ
如
キ
者
ナ
リ
、

今
ノ
宮
内
省
ト
名
目
ハ
同
シ
ケ
レ
ト
内
実
ニ
ハ
別
ア
ル
ナ
リ
、（
読
点
、
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
）

　

次
に
、『
斯
文
学
会
講
義
筆
記
』
第
四
十
九
号
に
掲
載
さ
れ
た
当
該
箇
所
の
解
説
を
掲
げ
た
い
。

　
　

宮�

内
省　
　

和
名
抄
ニ
、
ミ
ヤ
ノ
ウ
チ
ノ
ツ
カ
サ
ト
訓
ゼ
リ
、
中
務
省
ト
同
ジ
ク
、
禁
中
ノ
事
ニ
関
セ
レ
ド
、
彼
レ
ハ
詔
勅
ノ
宣
奉

行
ヲ
掌
リ
テ
威
権
重
ク
、
此
レ
ハ
雑
事
ヲ
供
奉
ス
ル
ニ
ヨ
リ
ヤ
ヽ
軽
シ
、
職
掌
ハ
雑
物
ノ
出
納
、
官
田
園
地
ノ
食
産
ヲ
知
ル
ヲ
本

ト
シ
、
大
膳
、
内
膳
、
大
炊
、
造
酒
、
主
水
等
ヲ
管
シ
テ
、
内
外
ノ
膳
食
ノ
事
ヲ
知
リ
、
兼
テ
主
殿
、
主
油
、
典
薬
、
正
親
、
官

奴
、
内
掃
部
等
ノ
雑
事
ヲ
管
ス
、
故
ニ
考
課
令
ニ
堪
レ
供
二
食
産
一
、
催
二
治
諸
部
一
、
為
二
宮
内
之
最
一
ト
ア
リ
、
又
嬪
以
上
及
ビ

内
親
王
ニ
仕
フ
ル
女
竪
ノ
考
ヲ
定
メ
、
諸
国
ノ
女
丁
ヲ
諸
司
ニ
配
ス
、
又
木
工
、
鍛
冶
、
土
工
、
筥
陶
、
内
染
等
を
管
ス
レ
バ
、

営
作
ノ
事
ニ
モ
関
セ
リ
、
故
ニ
職
原
抄
ニ
、
此
省
ヲ
周
礼
ノ
冬
官
ニ
配
シ
、
唐
名
ヲ
充
ツ
ル
人
、
唐
ノ
工
部
ニ
配
シ
タ
レ
ド
、
工

事
ハ
職
掌
ノ
一
端
ナ
レ
バ
、
正
シ
ク
ハ
当
ラ
ザ
ル
ナ
リ
、
○
按
ズ
ル
ニ
、
皇
朝
ノ
古
ヘ
膳
夫
ノ
官
ヲ
重
ク
セ
シ
事
ハ
、
記
紀
ニ
ミ

エ
タ
ル
ガ
如
シ
、
改
新
ノ
制
ニ
臨
ミ
、
其
官
ヲ
宮
内
省
ニ
配
ス
、
式
ヲ
考
ル
ニ
、
神シ
ン

今ゴ
ン

食ジ
キ

、
新
嘗
、
鎮
魂
、
其
他
諸
祭
ノ
時
、
官

人
宮
内
省
ノ
庁
ノ
坐
ニ
就
テ
、
八ヤ
オ
ト
コ男

八ヤ
オ
ト
メ女

ヨ
リ
始
テ
、
御
膳
司
ノ
人
、
及
ビ
諸
司
ノ
人
ヲ
卜
定
ス
ル
ハ
、
猶
神
饌
ノ
事
ヲ
主
ト
ス
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ル
ニ
ヨ
レ
リ
、
然サ

ナ
ク
バ
神
祇
官
ニ
テ
行
ハ
ル
ベ
キ
事
ナ
リ
、
此
他
此
省
ノ
被
管
ノ
行
事
ニ
、
古
義
ノ
存
セ
ル
事
多
シ
、
其ソ

ハ
其

所
々
ニ
於
テ
述
ブ
ベ
シ
、
○
天
武
天
皇
十
一
年
三
月
、
小
紫
三
野
ノ
王
、
及
宮
内
ノ
官
ノ
大
夫
等
ヲ
新ニ
ヒ

城キ

ニ
遣
シ
テ
、
其
地
形
ヲ

見
セ
シ
ム
、
仍
テ
都
セ
ン
ト
ス
ト
紀
ニ
ミ
ユ
、
宮
内
官
大
夫
ハ
、
宮
内
卿
ノ
事
ト
覚
ユ
、
当
初
ハ
此
官
ヲ
重
ク
セ
シ
ヲ
知
ル
ベ
シ
、

（
筆
者
注
、
読
点
は
原
文
マ
マ
）

　

こ
れ
ら
両
者
の
解
釈
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
宮
内
省
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
し
、
趣
旨
と
し
て
は
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、

前
者
は
非
常
に
簡
略
な
説
明
で
あ
る
の
に
比
べ
、
後
者
で
は
『
和
名
抄
』
や
考
課
令
、『
職
原
抄
』、『
日
本
書
紀
』
な
ど
の
関
連
典
籍
を

引
用
し
、
唐
制
に
も
言
及
し
て
詳
細
な
説
明
を
行
な
っ
て
い
る
。
右
掲
の
引
用
箇
所
以
降
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
り
、「
陽
春
廬
草
稿
」

所
収
の
講
義
録
の
方
は
簡
略
で
あ
り
、『
斯
文
学
会
講
義
筆
記
』
掲
載
の
講
義
録
の
方
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
二
つ
の
講
義
録
の
内
容
が
相
違
し
て
い
る
の
は
、
斯
文
学
会
で
の
講
義
録
の
掲
載
方
針
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
因
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。『
斯
文
学
会
講
義
筆
記
』
第
二
十
九
号
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
凡
例
の
改
補
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

一�

従
前
ノ
筆
記
ハ
諸
先
生
講
義
ノ
席
ニ
於
テ
会
員
ノ
者
之
ヲ
筆
記
セ
シ
モ
ノ
ニ
係
レ
リ
、
故
ニ
行
間
或
ハ
誤
謬
漏
脱
ノ
恐
ナ
キ
ヲ
保

セ
ス
編
者
甚
タ
遺
憾
ト
為
ス
所
ナ
リ
、
而
ル
ニ
本
号
以
下
ハ
諸
先
生
ニ
請
テ
先
生
若
ク
ハ
其
高
足
ノ
弟
子
親
ラ
筆
記
セ
ラ
レ
シ
モ

ノ
ヲ
編
載
ス
、
依
テ
其
字
句
体
裁
等
自
ラ
前
号
ト
異
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヘ
シ
、
而
シ
テ
其
編
次
ノ
如
キ
ハ
原
稿
ヲ
得
ル
ニ
従
テ
之
ヲ

掲
ケ
序
次
ヲ
定
メ
ス
、

　

右
に
依
れ
ば
、
創
刊
号
よ
り
同
誌
に
掲
載
さ
れ
て
き
た
講
義
録
は
、
会
員
の
者
が
諸
講
師
に
よ
る
講
義
を
聴
講
し
て
筆
記
し
た
も
の
を
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原
稿
と
し
て
掲
載
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
聞
き
誤
り
や
聞
き
漏
ら
し
な
ど
正
確
さ
を
欠
く
恐
れ
が
あ
り
、
こ
れ
を
遺
憾
と
し
て
、
第

二
十
九
号
以
降
は
講
師
自
身
が
執
筆
す
る
、
も
し
く
は
講
義
内
容
に
習
熟
し
て
い
る
弟
子
に
筆
記
さ
せ
た
も
の
を
編
集
し
て
掲
載
す
る
こ

と
に
変
更
し
て
い
る
。

　

前
掲
の
「
陽
春
廬
草
稿
」
所
収
の
講
義
録
は
、
講
義
の
日
付
か
ら
推
測
し
て
、
お
そ
ら
く
聴
講
し
た
会
員
が
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
職
員
令
大
膳
職
条
の
冒
頭
部
分
で
は
、

　
　

大�

膳
職　

古
ハ
女
御
高
位
歴
々
ノ
女
官
ニ
ハ
皆
官
ヨ
リ
食
ヲ
賜
ハ
リ
肴
菓
雑
物
等
マ
テ
ヲ
賜
リ
シ
ヲ
延
喜
式
ニ
見
エ
タ
リ 

…
（
下
略
）

と
し
て
、「
女
御
更
衣
」
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
「
女
御
高
位
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
音
声
で
聞
き
取
っ
て
書
き
記
し
た
た
め
に
起
っ

た
誤
り
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
も
し
小
中
村
自
身
、
な
い
し
律
令
の
知
識
を
有
す
る
弟
子
達
が
筆
記
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
書
き

誤
り
は
起
こ
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
（
こ
の
講
義
録
に
お
い
て
も
書
き
損
じ
な
ど
を
抹
消
し
て
書
き
改
め
て
い
る
箇
所
も
多
く
存
し
て
い
る

が
、
右
の
箇
所
に
は
何
ら
修
正
は
施
さ
れ
て
い
な
い
）。

　

ま
た
、
小
中
村
の
日
記（

（
（

に
よ
れ
ば
、
明
治
十
六
年
八
月
五
日
条
に
「
斯
文
会
講
義
筆
記
大
蔵
省
条
を
草
す
」、
同
月
九
日
条
に
「
斯
文

学
会
筆
記
大
蔵
省
条
郵
送
」
と
し
て
、
小
中
村
自
身
が
前
掲
の
宮
内
省
条
よ
り
も
前
に
位
置
す
る
職
員
令
大
蔵
省
条
の
講
義
筆
記
を
執
筆

し
て
い
る
記
述
が
見
ら
れ
る
（
な
お
、
こ
の
大
蔵
省
条
の
講
義
筆
記
は
、『
斯
文
学
会
講
義
筆
記
』
の
第
四
十
一
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
）。

　

つ
ま
り
、
こ
の
二
種
の
講
義
録
の
内
容
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
斯
文
学
会
で
小
中
村
が
行
な
っ
た
講
義

を
会
員
が
聴
講
し
て
筆
記
し
た
も
の
が
「
陽
春
廬
草
稿
」
に
収
め
ら
れ
た
講
義
録
で
あ
り
、
そ
の
後
、
小
中
村
が
こ
の
講
義
筆
記
を
も
と

に
大
幅
に
加
筆
修
正
し
て
改
め
て
執
筆
し
た
も
の
が
『
斯
文
学
会
講
義
筆
記
』
に
掲
載
さ
れ
た
講
義
録
で
あ
る
。
こ
の
加
筆
修
正
に
際
し
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て
は
、
小
中
村
が
律
令
研
究
な
い
し
『
令
義
解
』
の
全
篇
注
釈
を
志
し
始
め
た
時
分
よ
り
認
め
続
け
て
い
た
自
身
の
著
作
「
令
義
解
疏
証
」

を
元
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
「
令
義
解
疏
証
」
の
宮
内
省
条
の
箇
所
を
見
て
み
る
と
、
以
下
の
様
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。

　
　

宮
内
省

　
　
　
　

和
名
抄
美
夜
乃
宇
知
乃
都
加
佐

　
　
　
　

考
課
令　
　

云
堪
供
食
産
催
治
諸
部
為
宮
内
之
最

　
　
　
　

�

後
宮
職
員
令　
　
云
嬪
以
上
女
豎
、
義
解
云
女
豎
者
宮
内
省
掌
之
嬪
以
上
家
事
隷
宮
内
省
故
也
○
考
課
令　
　

本
注
云
嬪
以
上

及
内
親
王
家
事
隷
宮
内
省
、
義
解
云
謂
家
事
ハ
考
ノ
事
也
即
宮
内
省
承
主
旨
定
其
考
第
也
○
集
解
云
古
記
云
仕
女
ノ
丁
者
宮
内
省

検
校
分
配
諸
司

　
　
　
　

宮
内
式
卅
一　
　

女
丁
配
分
ノ
コ
ト
ア
リ
、

　
　
　
　

�

標
注
云
按
考
課
令
嬪
以
上
及
内
親
王
家
事
隷
宮
内
省
、
義
解
ニ
謂
家
事
者
考
事
即
宮
内
省
承
主
旨
定
其
考
第
耳
、
こ
ハ
嬪
以
上

と
内
親
王
と
の
家
に
仕
る
女
の
事
に
て
朝
廷
に
奉
仕
の
官
女
に
ハ
非
す
、
朝
廷
ノ
官
女
ハ
中
務
縫
殿
に
掌
る
故
に
後
宮
職
員
令

に
も
嬪
以
上
女
豎
、
義
解
に
宮
内
省
掌
之
と
い
へ
り
、
か
ゝ
れ
ハ
此
条
ニ
其
事
を
も
載
ら
る
へ
き
を
无
き
ハ
如
何
、

　
　
　
　

�

△
今
按
ニ
此
省
ハ
大
膳
内
膳
大
炊
造
酒
主
水
園
地
等
ヲ
管
シ
テ
専
ト
内
外
ノ
膳
食
ノ
事
ヲ
知
リ
、
兼
テ
主
殿
主
油
典
薬
正
親
官

奴
内
掃
部
等
ヲ
管
シ
、
嬪
以
上
及
内
親
王
ノ
家
事
ノ
考
第
ヲ
定
メ
、
諸
国
ノ
女
丁
ヲ
諸
司
ニ
配
ス
故
、
職
原
抄
ニ
其
職
似
分
中

務
ト
イ
ヘ
リ
、
又
木
工
鍛
冶
土
工
筥
陶
内
染
等
ヲ
管
ス
レ
ハ
営
作
ノ
事
ニ
モ
関
セ
リ
、
故
ニ
職
原
抄
ニ
周
礼
ニ
冬
官
ニ
配
シ
唐

名
ヲ
配
ス
ル
人
工
部
ニ
充
タ
リ
、
職
官
志　
　
ニ
其
実
ハ
唐
ノ
殿
中
省
ニ
当
ル
ヘ
シ
ト
イ
ヘ
ル
モ
サ
ル
事
ナ
リ
、
サ
レ
ハ
此

十
九

丁
オ

六
十
二

丁
ウ

卅
二

丁
オ

十
六

ウ

三
ノ
卅

二
丁
ウ
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省
ハ
唐
官
ノ
工
部
ト
殿
中
省
ト
ヲ
混
合
シ
、
其
余
斟
酌
ア
リ
テ
建
ラ
レ
タ
ル
者
ト
心
得
ヘ
シ
、

　
　
　
　

�

△
又
按
皇
朝
ノ
古
ヘ
膳
夫
ノ
官
ヲ
重
シ
玉
ヒ
シ
ハ
人
命
ノ
係
ル
ト
コ
ロ
ナ
ル
故
也
、
後
世
其
官
ヲ
宮
内
省
ニ
配
ス
、
式
ヲ
考
ル

ニ
神
今
食
新
嘗
鎮
魂
其
余
諸
ノ
祭
ノ
時
官
人
宮
内
省
庁
ノ
坐
ニ
就
テ
八
男
八
女
ヨ
リ
始
テ
御
膳
司
ノ
人
等
並
ニ
諸
司
ノ
人
等
ヲ

ト
定
ス
ル
コ
ト
ミ
エ
、
此
ナ
ホ
此
省
ニ
テ
神
饌
及
酒
掃
ノ
コ
ト
ヲ
主
ト
ス
ル
ニ
ヨ
レ
リ
、
然
ナ
ク
テ
ハ
神
祇
官
ニ
テ
行
ハ
ル
ヘ

キ
コ
ト
也
、
此
余
此
省
ノ
被
営
ノ
行
事
ニ
皇
朝
ノ
古
義
ノ
多
ク
存
在
セ
ル
コ
ト
ハ
別
ニ
記
ス
、

　
　
　
　

�

△
天
武
紀　
　
　

十
一
年
三
月
甲
午
朔
命
小
紫
三
野
王
及
宮
内
ノ
官
ノ
大
夫
等
遣
于
新
城
令
見
其
地
形
仍
将
都
矣
、
コ
ヽ
ニ
イ

フ
宮
内
官
大
夫
ハ
宮
内
卿
ノ
コ
ト
ト
オ
ホ
エ
此
ヲ
見
テ
モ
古
ヘ
此
官
ヲ
重
ク
シ
玉
ヒ
シ
ヲ
知
ヘ
シ
、 （
読
点
は
筆
者
）

　

右
の
注
釈
で
は
、
宮
内
省
と
い
う
官
司
の
説
明
に
、『
和
名
抄
』、
考
課
令
、
後
宮
職
員
令
、
義
解
・
集
解
の
諸
注
釈
、
宮
内
省
式
、
近

藤
芳
樹
の
『
標
注
令
義
解
校
本
』、『
日
本
書
紀
』
の
関
連
箇
所
を
引
用
し
、「
△
今
按
ニ
」「
△
又
按
」
と
し
て
小
中
村
自
身
に
よ
る
解
釈

が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
内
容
を
さ
ら
に
見
て
い
く
と
、『
斯
文
学
会
講
義
筆
記
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
解
説
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
傍
線
部
）。

　

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
斯
文
学
会
で
の
講
義
録
は
、
実
際
に
講
義
を
聴
講
し
た
会
員（

（
（

に
よ
り
筆
記
さ
れ
た
講
義
録
（「
陽
春

廬
草
稿
」
所
収
）
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
後
に
こ
の
講
義
録
を
も
と
に
「
令
義
解
疏
証
」
を
参
照
し
て
、
小
中
村
自
身
が
『
斯
文
学
会
講
義

筆
記
』
に
掲
載
す
る
た
め
の
原
稿
を
執
筆
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
前
掲
の
日
記
の
記
述
に
依
れ
ば
、
小
中
村
自
身
が
講
義
録
の
原

稿
を
執
筆
し
た
の
は
、
講
義
を
行
な
っ
て
か
ら
二
年
も
後
で
あ
る
。
そ
の
間
に
は
、
東
京
大
学
文
学
部
古
典
講
習
科
や
皇
典
講
究
所
に
お

い
て
も
『
令
義
解
』
の
講
義
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
小
中
村
の
中
で
も
講
義
内
容
が
熟
練
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
講
義
録
の
原
稿
に
も
大
幅
な
加
筆
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

廿
九
ノ
廿

七
丁
ウ
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そ
の
後
、『
斯
文
学
会
講
義
筆
記
』
第
五
十
号
に
職
員
令
鍛
冶
司
条
か
ら
内
染
司
条
ま
で
の
講
義
録
が
掲
載
さ
れ
た
の
を
最
後
に
、
休

刊
と
な
る
第
六
十
九
号
ま
で
小
中
村
の
『
令
義
解
』
の
講
義
録
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
小
中
村
の
多
忙
に
よ
り
講
義
録

の
執
筆
に
時
間
を
割
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
斯
文
学
会
に
お
い
て
も
、
欧
化
主
義
全
盛
と
い
う
時

代
の
流
れ
を
受
け
て
、
そ
の
活
動
は
衰
微
し
て
い
く
よ
う
に
な
り
、
斯
文
黌
も
閉
鎖
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
二
十
年
九
月
よ
り
日
講

と
い
う
形
式
で
講
義
が
再
開
さ
れ
、
明
治
二
十
六
年
に
『
斯
文
学
会
講
義
録
』
と
誌
名
を
改
め
て
再
び
講
義
録
の
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
。

再
開
後
、
小
中
村
は
講
義
自
体
の
担
当
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、『
斯
文
学
会
講
義
録
』
に
『
令
義
解
』
の
講
義
録
を
掲
載
し
て
い
る
。

こ
の
講
義
録
は
、
か
つ
て
『
斯
文
学
会
講
義
筆
記
』
に
掲
載
さ
れ
た
分
に
若
干
の
訂
正
を
加
え
た
再
録
原
稿
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
続

き
と
な
る
職
員
令
弾
正
台
条
以
降
、
後
宮
職
員
令
、
東
宮
職
員
令
、
家
令
職
員
令
、
神
祇
令
ま
で
の
講
義
録
が
新
稿
と
し
て
執
筆
さ
れ
て

い
る
。
小
中
村
は
、
旧
稿
を
再
録
す
る
こ
と
に
際
し
て
、
次
の
よ
う
な
文
章
を
講
義
録
の
冒
頭
に
掲
げ
て
い
る
。

　
　

�

此
講
義
ハ
去
明
治
十
四
年
斯
文
学
会
ニ
於
テ
刊
行
シ
タ
ル
ニ
、
十
九
年
以
来
中
絶
シ
タ
ル
ヲ
今
般
又
再
興
セ
リ
、
因
テ
ハ
職
員
令
迄

ハ
重
複
ナ
レ
ト
モ
始
ヨ
リ
発
行
ス
、

　
　

�

此
講
義
本
ノ
外
ニ
別
著
ノ
講
本
ア
ル
ヲ
、
近
日
蔵
板
ト
シ
テ
刊
行
セ
ン
ト
ス
、
此
レ
ハ
数
年
来
彙
集
シ
タ
ル
注
釈
ト
ス
ベ
キ
材
料
ヲ

整
ヘ
テ
講
義
体
ニ
編
輯
セ
ル
者
ナ
ル
故
、
此
学
会
ニ
テ
ノ
講
義
ト
ハ
体
裁
頗
ル
異
ナ
リ
、
カ
ツ
別
著
ハ
故
ア
リ
テ
戸
令
獄
令
ヨ
リ
始

メ
強
ヒ
テ
一
篇
ノ
順
序
ニ
拘
ハ
ラ
ス
発
行
ス
レ
ハ
、
敢
テ
学
会
本
ト
牴
牾
ス
ル
コ
ト
ナ
カ
ル
ヘ
シ
、
是
レ
ハ
今
年
内
ニ
モ
世
ニ
顕
ハ

ル
ヽ
モ
ノ
ナ
ル
故
、
コ
ヽ
ニ
一
言
ス
ル
ナ
リ
、（
筆
者
注
、
読
点
は
原
文
マ
マ
）

　

右
に
は
、
冒
頭
か
ら
職
員
令
ま
で
の
講
義
録
は
過
去
に
刊
行
し
た
も
の
と
重
複
す
る
が
、
再
度
始
め
か
ら
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
と
あ
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る
。
確
か
に
、
以
前
の
連
載
か
ら
数
年
に
わ
た
る
期
間
が
空
い
て
お
り
、
ま
た
、
雑
誌
名
を
改
め
て
発
行
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
中
途
と

な
っ
て
い
る
箇
所
か
ら
突
然
再
開
す
る
よ
り
も
最
初
か
ら
掲
載
し
直
し
た
方
が
読
者
に
対
し
て
も
親
切
で
あ
る
。
ま
た
小
中
村
は
、
こ
の

『
斯
文
学
会
講
義
録
』
に
掲
載
し
た
講
義
録
と
は
別
の
『
令
義
解
』
の
講
義
録
を
近
日
中
に
出
版
す
る
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
言
に

続
け
て
、
そ
の
講
義
録
は
数
年
来
彙
集
し
て
き
た
注
釈
と
す
べ
き
材
料
を
整
え
て
講
義
体
に
編
輯
し
た
も
の
で
、
斯
文
学
会
で
の
講
義
録

と
は
体
裁
が
か
な
り
異
な
っ
て
お
り
、
故
あ
っ
て
『
令
義
解
』
の
篇
目
順
で
は
な
く
、
戸
令
、
獄
令
か
ら
刊
行
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
の

で
内
容
的
に
は
『
斯
文
学
会
講
義
録
』
に
お
い
て
公
に
し
た
も
の
と
抵
触
す
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
数
年
来
彙
集
し
て
き
た

注
釈
と
す
べ
き
材
料
と
は
、「
令
義
解
疏
証
」
の
こ
と
で
あ
り
、
斯
文
学
会
で
の
講
義
録
と
は
体
裁
の
異
な
る
講
義
録
と
は
、
小
中
村
の

遺
稿
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
令
義
解
講
義
』
に
収
録
さ
れ
た
「
獄
令
講
義
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
右
掲
の
文
で
は
、
獄
令
だ
け
で
な
く
戸

令
に
つ
い
て
も
講
義
録
が
完
成
し
て
い
る
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、『
令
義
解
講
義
』
に
は
戸
令
の
講
義
録
は
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、

孫
の
清
名
に
よ
る
凡
例
に
も
何
ら
言
及
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
戸
令
の
講
義
録
の
原
稿
が
ど
う
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る

が
、
右
の
『
斯
文
学
会
講
義
録
』
に
掲
載
さ
れ
た
官
位
令
か
ら
神
祇
令
ま
で
の
講
義
録
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
獄
令
講
義
」
と
合
わ

せ
て
『
令
義
解
講
義
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、『
斯
文
学
会
講
義
録
』
に
掲
載
さ
れ
た
小
中
村
の
講
義
録
は
、
冒
頭
の
序
に
あ
た
る
法
制
沿
革
の
解
説
か
ら
官
位
令
、
職
員
令
、

後
宮
職
員
令
、
東
宮
職
員
令
、
家
令
職
員
令
ま
で
は
、
篇
目
が
変
わ
っ
て
も
頁
を
改
め
る
こ
と
な
ど
は
せ
ず
に
、「
官
位
令
第
一
」「
職
員

令
第
二
」「
後
宮
職
員
令
第
三
」「
東
宮
職
員
令
第
四
」「
家
令
職
員
令
第
五
」
と
い
っ
た
篇
目
名
を
掲
げ
て
そ
の
ま
ま
講
義
録
が
書
き
継

が
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
家
令
職
員
令
の
末
尾
で
は
「
令
義
解
講
義
録
巻
一
終
」
と
あ
り
、
そ
の
次
頁
の
冒
頭
に
は
「
令
義
解
講
義
録

巻
二
」
と
し
て
、「
神
祇
令
第
六
」
と
の
篇
目
名
を
掲
げ
て
神
祇
令
の
講
義
録
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。「
令
義
解
講
義
録
」
と
し
て
巻
一
、

巻
二
と
巻
を
重
ね
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
神
祇
令
以
降
の
篇
目
に
つ
い
て
も
執
筆
し
て
『
斯
文
学
会
講
義
録
』
に
掲
載
し
て
い
く
つ
も
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り
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
同
誌
の
刊
行
状
況
に
つ
い
て
は
詳
細
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
第
五
十
号
ま
で
刊
行
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る（
（
（

。

　
　

三
、
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
「
小
中
村
清
矩
博
士 

令
義
解
講
義
」

　

小
中
村
に
よ
る
『
令
義
解
』
講
義
録
は
、
管
見
の
限
り
で
あ
る
が
、
前
述
の
も
の
に
加
え
て
も
う
一
本
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
國

學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
の
岩
崎
文
庫
の
中
に
「
小
中
村
清
矩
博
士 

令
義
解
講
義
」
の
外
題
が
与
え
ら
れ
た
和
装
本
三
冊
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
三
冊
は
と
も
に
、
黄
色
表
紙
に
右
掲
の
題
箋
が
附
さ
れ
、
無
銘
青
色
一
六
行
罫
紙
に
墨
書
き
さ
れ
て
い
る
（
寸
法
は

二
四
・
四
×
一
六
・
〇
糎
）。
各
冊
の
第
一
丁
表
に
は
、「
國
學
院
大
學
図
書
館
印
」
お
よ
び
「
岩
崎
春
彦
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い

る
。

　

そ
の
内
容
は
、
第
一
冊
の
内
題
に
「
令
義
解　

小
中
村
清
矩 

講
述
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
第
一
冊
は
序
と
な
る
法
制
沿
革
の
解
説
か
ら
、

官
位
令
、
職
員
令
、
後
宮
職
員
令
、
東
宮
職
員
令
、
家
令
職
員
令
ま
で
、
第
二
冊
は
神
祇
令
か
ら
僧
尼
令
、
戸
令
ま
で
、
第
三
冊
は
田
令

か
ら
賦
役
令
ま
で
の
講
義
録
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
第
一
冊
に
は
、
法
制
沿
革
と
官
位
令
の
間
に
「
日
本
古
代
職
官
概
表
」
と
題
さ
れ
た

活
字
印
刷
に
よ
る
職
官
表
が
綴
り
込
ま
れ
て
お
り
、「
上
古
職
官
」「
大
宝
令
官
制
」「
令
外
及
臨
時
処
置
官
」
の
一
覧
が
示
さ
れ
て
い
る
。

末
尾
に
も
活
字
印
刷
に
よ
る
官
位
相
当
表
が
綴
り
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
官
位
相
当
表
は
、『
斯
文
学
会
講
義
筆
記
』
第
七
号
に
掲
載
さ

れ
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る（

（
（

。

　

さ
ら
に
内
容
を
詳
し
く
見
て
い
く
と
、冒
頭
部
分
か
ら
職
員
令
内
染
司
条
ま
で
は
前
節
で
述
べ
た『
斯
文
学
会
講
義
筆
記
』（
お
よ
び『
斯

文
学
会
講
義
録
』）
に
掲
載
さ
れ
た
講
義
録
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
（
漢
字
表
記
を
仮
名
に
ひ
ら
く
な
ど
の
若
干
の
相
違
の
み
）。
解
説
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す
る
語
句
や
文
言
を
「
○
」
や
「（
義
）」
の
記
号
を
用
い
て
抜
き
書
き
し
て
か
ら
解
説
の
文
を
記
載
し
て
い
る
な
ど
の
体
裁
も
忠
実
に
書

き
記
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
『
斯
文
学
会
講
義
筆
記
』
の
講
義
録
を
筆
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
に
続
く
職
員
令
弾
正
台
条
以
降
の
内
容
は
、
右
の
『
斯
文
学
会
講
義
筆
記
』
を
引
き
継
い
だ
『
斯
文
学
会
講
義
録
』

や
こ
れ
を
再
録
し
た
『
令
義
解
講
義
』
の
当
該
箇
所
の
内
容
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
と
し
て
、
弾
正
台
条
の
冒
頭
部
分

を
以
下
に
掲
げ
た
い
。

　
　

○
弾
正
台

　
　
　
　
　

�

武
家
ノ
ト
キ
ニ
目
付
ニ
追
捕
ヲ
兼
ネ
タ
ル
モ
ノ
ニ
似
タ
リ
、
唐
ニ
所
謂
御
史
台
是
也
、
故
ニ
我
国
ニ
テ
モ
始
、
之
ヲ
置
キ
シ

ト
キ
ハ
御
史
台
ト
称
セ
リ
、
最
、
近
江
令
ノ
ト
キ
ハ
已
ニ
弾
正
台
ト
改
ム
、
当
時
ハ
長
官
ニ
ハ
必
大
中
納
言
ノ
内
ヨ
リ
任
シ

タ
レ
バ
権
勢
強
カ
リ
シ
モ
嵯
峨
ノ
弘
仁
年
中
ニ
検
非
違
使
ヲ
置
カ
レ
シ
ヨ
リ
権
之
ニ
移
リ
弾
正
台
ハ
衣
服
ノ
制
度
車
馬
供
廻

ノ
コ
ト
ナ
ド
尤
小
事
ニ
関
ス
ル
閑
散
ノ
官
ト
ハ
ナ
レ
リ
…
、（
以
下
略
、
読
点
は
筆
者
）

　

続
い
て
、『
斯
文
学
会
講
義
録
』
の
同
条
冒
頭
部
分
を
掲
げ
た
い
。

　
　

弾�

正
台　
　

和
名
抄
ニ
タ
ヾ
ス
ツ
カ
サ
ト
訓
セ
リ
、
京
中
及
ヒ
諸
国
ニ
非
違
ア
レ
ハ
糺
正
ス
ル
事
ヲ
職
掌
ト
ス
、
唐
ノ
御
史
台
ニ
擬

シ
テ
置
カ
レ
タ
リ
、
唐
ニ
テ
ハ
又
憲
台
ト
モ
云
ヘ
リ
、　　

日
本
紀
ニ
天
智
天
皇
ノ
時
御
史
大
夫
ア
リ
、
後
大
納
言
ト
改
メ
、
別

ニ
弾
正
台
ヲ
置
レ
タ
ル
ヲ
思
ヘ
ハ
、
当
初
ハ
侍
中
ト
憲
台
ト
ノ
職
ヲ
兼
タ
ル
ニ
ヤ
、
天
平
宝
字
二
年
糺
政
台
ト
改
メ
ツ
レ
ト
、
程

モ
ナ
ク
旧
ニ
復
セ
リ
、
弘
仁
年
中
検
非
違
使
ヲ
置
キ
、
専
ラ
追
捕
ノ
事
ヲ
任
セ
シ
ヨ
リ
、
糾
弾
ノ
権
之
ニ
移
リ
、
纔
ニ
服
制
帯
剱

杜
氏
通
典
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車
馬
従
者
ノ
員
等
ヲ
糾
正
ス
ル
事
ハ
、
延
喜
以
後
マ
テ
モ
猶
専
ト
セ
シ
ナ
リ
、（
筆
者
注
、
読
点
は
原
文
マ
マ
）

　

両
者
の
内
容
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
弾
正
台
は
唐
の
御
史
台
を
模
し
て
設
置
し
た
官
司
で
あ
る
こ
と
や
日
本
の
歴
史
に
お
け
る
弾
正
台

の
役
割
の
変
遷
な
ど
、
論
旨
と
し
て
は
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
も
の
の
、
前
者
の
方
が
簡
略
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
後
者
の
方
が
典
拠

史
料
に
言
及
す
る
な
ど
の
詳
し
い
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
節
に
て
述
べ
た
「
陽
春
廬
草
稿
」
所
収
の
講
義
録
と
『
斯
文
学
会

講
義
筆
記
』
掲
載
の
講
義
録
の
内
容
の
相
違
に
も
似
て
い
る
と
言
え
よ
う（
（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
両
者
の
内
容
に
相
違
が
あ
る
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
解
説
が
詳
細
で
あ
る
か
否
か
の
程
度
の
問
題
で
あ
り
、
解
説
の
趣

旨
自
体
は
同
様
の
こ
と
を
論
じ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
但
し
、
僧
尼
令
以
降
の
講
義
録
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き

た
小
中
村
の
諸
講
義
録
の
い
ず
れ
に
も
収
録
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
僧
尼
令
以
降
の
講
義
録
に
お
い
て
も
体
裁
は
ほ
ぼ
同

様
で
あ
る
が
、
一
箇
条
に
割
く
解
説
の
分
量
は
職
員
令
な
ど
に
比
べ
る
と
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
各
条
文
の
解

説
の
書
き
出
し
が
、「
此
ノ
条
ハ
…
」「
総
テ
…
」「
サ
テ
…
」
と
い
っ
た
文
句
の
繰
り
返
し
で
始
め
ら
れ
て
お
り
、
口
述
筆
記
の
趣
き
も

窺
わ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
僧
尼
令
以
降
の
講
義
録
も
ま
た
、「
令
義
解
疏
証
」
に
集
録
さ
れ
た
関
連
史
料
や
小
中
村
自
身
の
考
証
が
元
に
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
例
と
し
て
、
少
し
長
文
で
あ
る
が
田
令
の
冒
頭
部
分
を
以
下
に
掲
げ
た
い
。

　
　

田
令　
　
　
　
　

第
九

　
　
　

�

此
ノ
令
ハ
田
地
ノ
割
方
年
貢
ヲ
何
程
取
上
タ
ル
ト
カ
、
口
分
田
位
田
職
分
田
功
田
等
ノ
事
、
又
ソ
レ
ヲ
授
ク
ル
処
分
ノ
事
、
田
地

売
買
ノ
許
否
、
賤
民
ノ
口
分
田
駅
田
ノ
事
等
、
総
テ
田
地
ノ
事
ニ
関
ス
ル
所
置
ヲ
記
セ
リ
、
義
解
ニ
五
穀
ヲ
殖
ウ
ル
所
以
ノ
地
ナ
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リ
ト
云
ヘ
ル
ハ
、
田
ト
云
コ
ノ
本
説
ニ
テ
田
ト
云
フ
ニ
水
田
ト
陸
田
ノ
二
種
ア
リ
、
今
麦
ナ
ト
出
来
ル
所
モ
田
也
、
此
ノ
五
穀
ト

云
フ
コ
ト
ニ
ハ
種
々
説
ア
ル
カ
、
先
周
礼
ノ
穀
宜
五
穀
ト
云
フ
、
鄭
玄
ノ
注
ニ
五
穀
ハ
黍
稷
菽
稲
麦
ト
云
ル
宜
カ
ラ
ン
故
ニ
暫
ク

之
ニ
従
フ
、
唐
土
ニ
於
テ
モ
人
々
ニ
ヨ
リ
各
自
定
メ
テ
説
ヲ
異
ニ
セ
リ
、　

サ
テ
度
量
ノ
事
古
今
沿
革
相
違
ア
リ
、
故
ニ
唯
古
制

ノ
ミ
ヲ
知
リ
タ
ル
ト
モ
今
ノ
何
程
ナ
ル
ヤ
、
其
沿
革
ヲ
知
ラ
サ
レ
ハ
実
用
ニ
適
セ
ス
、
実
用
ニ
ナ
ラ
サ
レ
ハ
古
ノ
法
令
ヲ
知
リ
タ

リ
ト
モ
何
ノ
益
ヲ
ナ
サ
ン
、
然
レ
ハ
此
ノ
令
ヲ
講
ス
ル
ニ
先
立
テ
其
古
今
ノ
比
較
ヲ
荒
々
説
ク
ヘ
シ
、
度
ト
ハ
尺
度
ニ
テ
量
ハ
舛

ナ
リ
衡
ハ
権
ナ
リ
、
コ
ノ
衡
ノ
コ
ト
ハ
此
ノ
令
ニ
用
ナ
レ
リ
ハ
暫
ク
措
キ
度
量
ノ
事
ヲ
云
ハ
ン
ニ
、
古
此
ノ
度
量
共
ニ
大
小
ノ
二

種
ア
リ
テ
、
大
尺
小
尺
大
舛
小
舛
ヲ
別
チ
タ
ル
全
ク
唐
令
ニ
ヨ
リ
タ
ル
也
、
此
ノ
古
尺
ヲ
今
当
ル
ニ
ハ
種
々
説
ア
ル
コ
ト
ニ
テ
大

尺
ハ
地
ヲ
度
ル
ニ
ノ
ミ
用
ヰ
、
他
ハ
皆
小
尺
ニ
テ
度
レ
リ
、
大
尺
一
尺
ハ
今
ニ
当
レ
ハ
其
説
色
々
ナ
ル
カ
、
狩
谷
擇マ
マ

斎
ハ
（
筆
者
注
、

三
文
字
分
空
白
）
考
ニ
曲
尺
九
寸
七
歩
ニ
当
ル
ト
云
ヒ
、
常
陸
ノ
色
川
御マ
マ

中
ハ
制
地
図
解
地
ニ
曲
尺
一
尺
五
寸
ニ
当
ル
ト
云
ヒ
、
荷

田
在
満
ハ
本
朝
度
制
略
考
ニ
曲
尺
ノ
一
尺
二
寸
ニ
当
ル
ト
云
ヒ
、
平
田
大
人
ハ
本
朝
制
度
考
ニ
今
ノ
曲
尺
ハ
古
ノ
大
尺
ニ
テ
是
ハ

神
ノ
御
身
ノ
丈
ヨ
リ
度
リ
出
セ
ル
也
、
即
古
語
拾
遺
ニ
天
御
度
ト
云
フ
是
也
ト
云
ヘ
リ
、
先
諸
説
大
略
右
ノ
如
ク
ニ
テ
其
内
在
麿

ノ
曲
尺
一
尺
二
寸
ト
云
ヘ
ル
ヲ
近
カ
ラ
ン
ト
思
フ
、
其
ハ
朋
友
ナ
ル
横
山
由
清
カ
日
本
上
古
売
買
起
原
及
貨
幣
度
量
権
衡
考　
　

ニ
令
ノ
大
尺
ハ
曲
尺
ノ
一
尺
一
寸
七
分
三
厘
六
ニ
当
ル
ト
云
ヘ
リ
、又
之
ヲ
集
解
ニ
ハ
高
麗
尺
ト
云
ヘ
リ
…（
以
下
略
、読
点
は
筆
者
）

　
　
　

　

次
に
「
令
義
解
疏
証
」
の
当
該
部
分
を
掲
げ
た
い
。

　
　

田
令
第
九
義
謂
田
所
以
殖
五
穀
之
地
也

　
　
　
　

�

集
解
、
釈
云
、
説
文
曰
、
樹
穀
曰
田
、
尓
雅
耕
者
曰
田
、
私
云
、
史
記
五
帝
本
紀
云
、
軒
轅
乃
脩
徳
振
兵
治
五
気
芸
五
種
、
注

学
芸
志

林
廿
一
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云
、
周
礼
曰
、
穀
宜
五
種
、
鄭
玄
云
、
五
種
黍
稷
菽
麦
稲
也
、

　
　
　
　

�

△
此
令
ヲ
考
ン
ニ
ハ
先
ツ
度
量
ノ
事
ヲ
精
究
セ
ス
ン
ハ
有
ヘ
カ
ラ
ス
、
然
シ
テ
度
量
ニ
和
漢
古
今
ノ
差
ア
リ
テ
先
輩
ノ
説
モ
又

区
々
也
、
サ
テ
地
ヲ
量
ル
ニ
ハ
大
尺
ヲ
用
ル
コ
ト
雑
令
ニ
ミ
エ
タ
レ
ハ
其
大
尺
ニ
就
テ
諸
家
ノ
説
ヲ
考
ル
ニ
狩
谷
望
之
ハ
曲
尺

九
寸
七
分
ヲ
以
大
尺
ノ
一
尺
ト
シ
、〔
曲
尺
八
寸
強
ヲ
以
小
尺
ノ
一
尺
ト
ス
、
大
小
尺
共
ニ
唐
令
ノ
尺
度
也
ト
イ
ヘ
リ
、
〕
今

ノ
曲
尺
ハ
此
大
尺
ノ
三
分
訛
長
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
云
ヒ
、
色
川
三
中
ハ
曲
尺
一
尺
五
寸
ヲ
以
大
尺
ノ
一
尺
也
ト
イ
ヒ
、〔
曲
尺
ノ

一
尺
二
寸
五
分
、
今
ノ
呉
服
尺
ヲ
以
小
尺
ノ
一
尺
ト
ス
、
其
説
制
地
図
解
ニ
ミ
ユ
〕
荷
田
在
満
（
筆
者
注
、「
荷
田
在
満
」
の
左
に
「
本

朝
度
制
略
考
」
と
あ
り
）
藤
貞
幹
ハ
曲
尺
一
尺
二
寸
呉
服
尺
ヲ
以
大
尺
ノ
一
尺
也
ト
イ
ヒ
、〔
小
尺
ハ
今
ノ
曲
尺
也
ト
イ
ヘ
リ
〕
栗

原
信
充
ハ
今
ノ
曲
尺
ハ
神
製
固
有
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
唐
制
ヲ
伝
ヘ
テ
唐
大
尺
ノ
訛
長
シ
タ
ル
物
ニ
ア
ラ
ス
則
古
ヘ
ノ
大
尺
也
ト
イ

ヘ
リ
、〔
其
小
尺
ハ
曲
尺
八
寸
三
分
三
リ
ン
三
毛
也
ト
イ
ヘ
リ
〕
右
ノ
如
ク
ナ
レ
ト
余
カ
思
ヒ
得
タ
ル
所
ハ
（
筆
者
注
、「
余
カ
思

ヒ
得
タ
ル
所
ハ
」
を
抹
消
し
て
、「
友
人
横
山
由
清
ノ
考
定
タ
ル
ヲ
可
ト
ス
ヘ
シ
、
其
説
ノ
略
云
」
と
朱
筆
に
て
加
筆
）
令
ノ
大
尺
ハ
古
ク
高
麗

尺
ト
称
セ
ル
者
ニ
シ
テ
（
下
ニ
引
ク
所
ノ
集
解
古
記
ノ
文
ヲ
攷
フ
ヘ
シ
）
其
一
尺
ハ
則
曲
尺
ノ
一
尺
一
寸
七
分
三
厘
六
毫
ニ
当

リ
、
小
尺
ハ
曲
尺
ノ
九
寸
七
分
八
厘
（
則
唐
大
尺
）
ニ
当
ル
…
（
以
下
略
、〔　

〕
内
は
割
注
、
読
点
は
筆
者
）

　

右
に
掲
げ
た
二
種
の
史
料
は
、
文
章
自
体
は
異
な
る
部
分
も
多
い
が
、
内
容
と
し
て
は
田
令
と
い
う
篇
目
全
体
の
解
説
な
い
し
篇
目
義

解
に
よ
る
そ
の
立
法
趣
旨
を
説
明
す
る
注
釈
の
解
説
、
お
よ
び
田
令
を
学
ぶ
上
で
ま
ず
は
度
量
に
つ
い
て
理
解
し
て
お
く
べ
き
こ
と
と
、

そ
の
度
量
に
関
し
て
の
先
学
に
よ
る
諸
説
を
引
い
て
小
中
村
自
身
が
考
察
を
加
え
る
な
ど
、
両
者
と
も
同
じ
事
柄
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

る
。
殊
に
、
傍
線
で
示
し
た
部
分
な
ど
を
見
る
に
、「
令
義
解
疏
証
」
が
元
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　

こ
の
「
小
中
村
清
矩
博
士 

令
義
解
講
義
」
の
右
の
引
用
部
分
に
は
、
狩
谷
掖
斎
や
色
川
三
中
の
名
前
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
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音
通
に
よ
る
誤
っ
た
表
記
が
な
さ
れ
て
い
た
り
、
狩
谷
の
著
作
『
本
朝
度
量
権
衡
攷
』
の
書
名
が
掲
げ
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
「　
　
　

考
」

と
し
て
空
白
に
な
っ
て
い
る
等
の
箇
所
を
見
る
と
、
こ
の
講
義
録
は
耳
で
聞
き
取
り
筆
記
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
想
像
を
逞

し
く
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
講
義
録
は
小
中
村
清
矩
が
國
學
院
で
行
な
っ
た
講
義
を
筆
記
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

こ
の
講
義
録
の
旧
蔵
者
で
あ
る
岩
崎
春
彦（
（1
（

は
（
元
治
元
年
［
一
八
六
四
］
～
昭
和
十
一
年
［
一
九
三
六
］）、
國
學
院
の
第
一
期
卒
業
生

で
あ
り
、
小
中
村
の
日
記
に
は
、
卒
業
後
に
岩
崎
が
就
職
の
報
告
に
訪
れ
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
國
學
院
が
、
明
治
二
十
三
年

に
皇
典
講
究
所
を
母
体
と
し
て
設
立
さ
れ
る
と
、
皇
典
講
究
所
に
お
い
て
講
師
と
し
て
法
制
科
目
を
担
当
し
て
い
た
小
中
村
は
、
國
學
院

の
講
師
も
委
嘱
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
國
學
院
で
は
設
立
当
初
、「
古
代
法
制
」「
憲
法
」「
皇
室
典
範
」
の
三
科
目
が
法
制
科
目
と
し

て
置
か
れ
て
お
り
、
小
中
村
は
『
令
義
解
』
を
講
義
し
て
い
た
こ
と
が
日
記
の
記
述
か
ら
わ
か
る（
（1
（

。
お
そ
ら
く
、「
古
代
法
制
」
を
担
当

し
て
『
令
義
解
』
を
講
義
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
岩
崎
が
生
徒
と
し
て
在
籍
し
て
い
た
時
に
小
中
村
が
講
師
と
し
て
『
令
義

解
』
の
講
義
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
右
の
講
義
録
は
岩
崎
が
小
中
村
の
講
義
を
受
講
し
て
筆
記
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
講
義
録
は
全
体
に
お
い
て
一
定
の
安
定
し
た
筆
づ
か
い
で
丁
寧
に
書
き
記
さ
れ
て
お
り
、
朱
筆
に
よ
る
修
正
も
誤
字
の
訂

正
な
ど
僅
か
な
加
筆
に
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
小
中
村
の
講
義
を
実
際
に
聴
講
し
て
筆
記
さ
れ
た
講
義
録
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
場
で

こ
こ
ま
で
丁
寧
に
筆
記
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
本
史
料
は
講
義
筆
記
を
清
書
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る（
（1
（

。
こ
の
三
冊
の
講
義
録
に
は
、
そ
の

来
歴
を
示
す
事
柄
は
何
も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
右
の
自
説
も
推
測
の
域
を
出
な
い
。
し
か
し
、
右
に
掲
げ
た
引
用
箇
所
に
お
い
て
、
小
中

村
が
「
唯
古
制
ノ
ミ
ヲ
知
リ
タ
ル
ト
モ
今
ノ
何
程
ナ
ル
ヤ
、
其
沿
革
ヲ
知
ラ
サ
レ
ハ
実
用
ニ
適
セ
ス
、
実
用
ニ
ナ
ラ
サ
レ
ハ
古
ノ
法
令
ヲ

知
リ
タ
リ
ト
モ
何
ノ
益
ヲ
ナ
サ
ン
、
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
。
小
中
村
は
、
学
問
を
志
し
た
当
初
よ
り
、『
令
義
解
』

の
講
義
録
形
式
に
よ
る
注
解
や
古
代
法
制
の
沿
革
研
究
に
力
を
注
い
で
き
た
が
、
そ
れ
は
現
在
の
実
用
の
た
め
の
学
問
と
し
て
古
の
法
律
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や
制
度
を
考
究
し
て
き
た
こ
と
が
こ
こ
に
小
中
村
の
言
葉
で
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

お
わ
り
に

　

小
中
村
は
、
明
治
二
十
五
年
頃
よ
り
、
か
ね
て
よ
り
の
宿
願
で
あ
る
『
令
義
解
』
の
講
義
録
の
全
篇
に
わ
た
る
執
筆
に
着
手
し
て
い
る
。

そ
の
決
意
を
同
年
正
月
の
日
記
に
次
の
よ
う
に
認
め
て
い
る
。

　
　

根
ぎ
し
の
楼
上
に
て
試
筆
。
こ
と
し
ハ
令
義
解
の
講
義
を
か
き
は
じ
む
べ
し
と
お
も
へ
ば
、

　
　
　

う
ち
む
か
ふ 

磁
の
う
ミ
に 
こ
の
と
し
は 

筆
の
う
へ
な
る 

さ
ち
の
あ
れ
か
し

　

こ
の
決
意
が
実
を
結
び
、
小
中
村
が
『
令
義
解
』
の
新
た
な
講
義
録
を
執
筆
し
始
め
る
の
は
、
そ
の
翌
年
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
日

記
に
は
、
明
治
二
十
六
年
五
月
三
日
条
に
「
獄
令
講
義
か
き
は
じ
む
」、
同
十
一
日
条
に
「
獄
令
講
義
を
草
す
〔
僅
二
三
葉
〕」
と
あ
り
、

そ
の
後
も
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
獄
令
講
義
の
執
筆
と
そ
の
た
め
の
取
り
調
べ
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
日
記
に
頻
出
し
て
書
き
付
け

ら
れ
て
い
る
。
九
月
に
は
書
き
上
げ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
獄
令
講
義
の
原
稿
に
訂
正
の
筆
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
頃
よ
り
『
斯
文
学
会
講
義
録
』
に
掲
載
す
る
講
義
録
の
訂
正
お
よ
び
新
稿
執
筆
も
並
行
し
て
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
十
月
三
十
日
条

に
は
「
令
義
解
講
義
叙
説
・
凡
例
を
草
せ
ん
と
て
、
先
ヅ
近
藤
氏
の
標
注
の
首
巻
・
二
巻
・
三
巻
・
令
三
弁
・
古
代
法
釈
義
な
ど
ミ
る
」

と
あ
り
、
獄
令
講
義
は
完
成
し
た
の
か
、
叙
説
と
凡
例
の
執
筆
へ
と
移
り
、
そ
の
参
考
と
し
て
近
藤
芳
樹
の
『
標
注
令
義
解
校
本
』
や
荷

田
在
満
の
「
令
三
弁
」、
有
賀
長
雄
の
『
古
代
法
釈
義
』
な
ど
を
参
照
し
て
い
る
。
こ
の
叙
説
で
は
法
律
沿
革
に
つ
い
て
執
筆
し
て
い
た
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よ
う
で
あ
る
が
、
十
一
月
四
日
条
に
「
手
も
と
の
参
考
書
乏
し
き
に
よ
り
叙
説
を
書
さ
し
て
止
む
」
と
し
て
執
筆
を
中
座
し
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
、
令
義
解
講
義
に
関
す
る
記
述
は
日
記
中
に
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
翌
二
十
七
年
は
『
斯
文
学
会
講
義
録
』
掲
載
用
の
『
令
義

解
』
講
義
録
の
執
筆
に
加
え
て
、
日
本
法
律
学
校
で
講
義
を
担
当
し
て
い
た
「
制
度
沿
革
」
の
講
義
録
の
執
筆
も
請
け
負
っ
て
お
り（
（1
（

、
令

義
解
講
義
執
筆
の
た
め
の
時
間
が
取
れ
な
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
明
治
二
十
八
年
に
は
、「
令
義
解
疏
証
」
へ
の
加

筆
作
業
を
六
月
頃
よ
り
継
続
し
て
行
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
令
義
解
講
義
の
続
き
を
執
筆
す
る
た
め
の
準
備
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

小
中
村
の
日
記
の
記
述
か
ら
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
獄
令
講
義
は
『
斯
文
学
会
講
義
録
』
の
講
義
録
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
執
筆
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
先
に
見
て
き
た
『
斯
文
学
会
講
義
録
』
の
再
録
に
際
し
て
の
緒
言
に
戸
令
、
獄
令
の
講
義
録
を
異
な
る
体
裁
に
て

刊
行
の
予
定
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
日
記
に
は
戸
令
の
執
筆
に
関
す
る
記
述
は
見
え
な
い
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
時
点
で
は
獄
令
講
義
し

か
執
筆
さ
れ
て
お
ら
ず
、
獄
令
講
義
を
書
き
上
げ
た
後
に
戸
令
講
義
の
執
筆
に
取
り
掛
か
る
予
定
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
小

中
村
は
コ
レ
ラ
に
罹
り
、
二
十
八
年
十
月
十
一
日
に
死
去
す
る
。
落
合
直
文
に
よ
る
小
中
村
の
小
伝
に
は
「
う
せ
た
ま
ふ
前
十
五
分
、
病

床
、
猶
、
令
義
解
を
読
み
居
ら
れ
た
り（
（1
（

」
と
あ
り
、
そ
の
死
の
直
前
ま
で
『
令
義
解
』
を
手
に
し
、
令
義
解
講
義
の
執
筆
の
こ
と
を
考
え

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

註

　
（
1
）　

拙
稿
「
小
中
村
清
矩
と
法
制
学
講
義
」『
國
學
院
大
學 
校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
五
、二
〇
一
三
年

　
（
2
）　
『
令
義
解
講
義
』
一
六
～
一
七
頁

　
（
3
）　
『
令
義
解
講
義
』
一
九
七
～
一
九
八
頁

　
（
4
）�　

但
し
、
令
本
注
に
つ
い
て
も
本
文
と
同
じ
大
き
さ
で
表
記
し
て
お
り
、
同
書
に
お
い
て
は
両
者
の
区
別
が
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
獄
令

大
辟
罪
条
（
二
〇
七
頁
）
で
は
、
以
下
の
様
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
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�

凡
決
二セ
バ
大
辟
罪
ヲ一
、　　
　
　
　

在
京
ハ
者
、
行
決
ノ
之
司
三
タ
ヒ
覆
奏
セ
ヨ
、
決
ノ
前
一
日
ニ
一
タ
ヒ
覆
奏
シ
、
決
日
ニ
再

覆
奏
ス
、

　
　
　

本
注
の
「
決
前
一
日
一
覆
奏
、
決
日
再
覆
奏
、」
も
本
文
と
同
じ
大
き
さ
で
併
記
さ
れ
て
い
る
。

　
（
5
）　
「
陽
春
廬
草
稿
」
六
（
架
号
Ａ
〇
〇
―
六
一
四
五
、
東
京
大
学
附
属
総
合
図
書
館
所
蔵
）

　
（
6
）�　
「
小
中
村
博
士
日
記
」「
小
中
村
翁
日
記
」（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）、
と
も
に
大
沼
宜
規
編
著
『
小
中
村
清
矩
日
記
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
一
〇
年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
（
7
）�　

斯
文
学
会
の
講
義
筆
記
は
、
当
初
は
講
義
を
聴
講
し
て
い
た
会
員
の
横
井
忠
直
（
陸
軍
参
謀
本
部
編
修
官
、
補
助
に
東
馬
安
太
）
が
筆
記

し
て
い
た
。
山
本
邦
彦
「
斯
文
学
会
時
代
の
回
顧
（
六
）」『
斯
文
』
八
―
九
、一
九
二
六
年
、
四
五
頁
。

　
（
8
）�　

明
治
二
十
六
年
九
月
よ
り
刊
行
を
開
始
し
、
第
一
号
よ
り
第
三
十
四
号
ま
で
は
大
日
本
中
学
会
の
計
画
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
、
第
三
十
五

号
以
降
は
双
方
協
議
の
上
、
斯
文
学
会
自
ら
が
刊
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
山
本
邦
彦
「
斯
文
学
会
時
代
の
回
顧
（
六
）」、
四
六
頁
。

　
（
9
）　
『
斯
文
学
会
講
義
筆
記
』
第
七
号
に
追
加
の
凡
例
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
項
に
は
以
下
の
様
な
一
文
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

一�

令
義
解
ノ
講
義
専
ニ
塙
本
ニ
依
ル
、
塙
本
ヲ
所
持
セ
サ
ル
者
、
筆
記
ノ
省
文
ヲ
憾
ム
、
因
テ
本
書
ヲ
縮
写
シ
、
毎
号
ニ
三
葉
ヲ
附
刊

シ
テ
、
参
看
ニ
供
ス
、

　
　
　
　
　
　
　

但
官
位
令
ハ
、
相
当
表
ト
為
シ
、
一
覧
ニ
便
ス
、

　
　
　

�　

こ
の
凡
例
に
よ
れ
ば
、『
斯
文
学
会
講
義
筆
記
』
は
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
紙
幅
の
都
合
か
ら
講
義
に
使
用
し
て
い
る
教
本
の
本
文
を
省

略
し
て
講
義
内
容
の
記
述
に
行
数
を
費
や
す
方
針
が
採
ら
れ
て
い
た
が
、『
令
義
解
』
に
つ
い
て
は
教
本
と
す
る
塙
本
『
令
義
解
』
を
所
持

す
る
者
が
ほ
と
ん
ど
居
な
か
っ
た
の
か
、
講
義
録
で
の
本
文
の
省
略
を
不
便
と
し
て
、
塙
本
の
テ
キ
ス
ト
が
別
丁
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
際
に
、
官
位
令
に
つ
い
て
は
本
文
を
掲
載
す
る
よ
り
も
官
位
相
当
表
の
形
式
で
示
し
た
方
が
便
が
良
い
と
し
て
、
こ
の
一

覧
表
が
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
10
）�　

ち
な
み
に
「
陽
春
廬
草
稿
」
所
収
の
講
義
録
に
お
け
る
弾
正
台
条
の
冒
頭
部
分
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
簡
略
な
解
説

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

�

此
役
所
ハ
総
テ
ノ
上
下
ノ
官
人
ノ
所
行
ヲ
見
テ
如
何
敷
キ
コ
ト
ア
レ
ハ
之
ヲ
奏
聞
ス
ル
ヲ
掌
ル
、
唐
ノ
御
史
台
ノ
如
キ
モ
ノ
ナ
リ
、
弾

正
ハ
旧
幕
時
代
ノ
目
付
役
ナ
リ
、
古
ハ
追
捕
ノ
コ
ト
ヲ
モ
兼
任
セ
リ
、
然
レ
ト
モ
其
後
検
非
違
使
ト
云
フ
今
日
ノ
警
視
庁
ノ
如
キ
モ
ノ

謂
辟
者
、
罪
也
、

死
刑
為
大
辟
也
、
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出
来
テ
ヨ
リ
此
台
ノ
巡
察
等
ノ
権
モ
自
然
ニ
其
カ
タ
ニ
移
リ
、（
読
点
は
筆
者
）

　
（
11
）　

岩
崎
春
彦
に
つ
い
て
は
、
神
社
新
報
社
編
刊
『
神
道
人
名
辞
典
』
一
九
八
六
年
、
参
照

　
（
12
）�　

大
沼
宜
規
編
著
『
小
中
村
清
矩
日
記
』、
五
六
八
頁
。
明
治
二
十
六
年
八
月
二
十
一
日
条
の
頭
書
に
「〔
廿
二
日
也
〕
…
国
学
院
卒
業
生
岩

崎
春
彦
来
ル
。
青
森
県
中
学
校
（
弘
前
）
教
員
拝
命
之
由
。」
と
あ
り
。

　
（
13
）�　

小
中
村
に
よ
る
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
で
の
講
義
に
つ
い
て
は
、
註（
1
）の
拙
稿
「
小
中
村
清
矩
と
法
制
学
講
義
」
に
て
詳
し
く
述
べ
て

い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
14
）�　

当
時
の
学
生
が
授
業
を
聴
講
し
て
筆
記
し
た
ノ
ー
ト
を
、
友
人
同
士
で
聞
き
漏
ら
し
た
箇
所
を
補
完
し
あ
っ
た
り
、
そ
の
後
に
清
書
し
た

り
し
て
い
る
こ
と
は
、
同
じ
く
國
學
院
の
卒
業
生
で
あ
る
河
野
省
三
の
講
義
筆
記
ノ
ー
ト
な
ど
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
詳
し
く
は
、

拙
稿
「
宮
西
惟
助
の
「
日
本
制
度
通
」
講
義　

―
河
野
省
三
の
講
義
筆
記
ノ
ー
ト
を
通
じ
て
―
」『
國
學
院
大
學 

校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
三
、

二
〇
一
一
年
、
同
「
國
學
院
に
お
け
る
三
浦
周
行
の
法
制
史
講
義
」『
國
學
院
大
學 

校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
四
、二
〇
一
二
年
な
ど
参
照
。

　
（
15
）�　
『
第
一
年
級　

講
義
録
』
第
一
号
（
明
治
二
十
三
年
十
二
月
十
七
日
刊
行
）
よ
り
、
小
中
村
の
講
義
録
「
制
度
沿
革
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
第
四
十
五
号
ま
で
小
中
村
の
講
義
録
は
連
載
さ
れ
た
が
未
完
に
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
講
義
録
に
関
し
て
は
、
高
瀬
暢
彦
「
日

本
法
律
学
校
講
義
録
」『
日
本
大
学
法
学
部
創
立
百
周
年
記
念
論
文
集
』
第
一
巻
（
日
本
大
学
法
学
部
、
一
九
八
九
年
）、『
日
本
大
学
百
年
史
』

第
一
巻
、
第
三
章
「
日
本
法
律
学
校
の
開
校
」
第
三
節
「
臨
時
科
外
講
義
お
よ
び
校
外
生
と
講
義
録
」
な
ど
参
照
。
な
お
、
日
本
法
律
学
校

で
の
小
中
村
の
講
義
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
小
中
村
清
矩
と
法
制
学
講
義
」
に
て
述
べ
て
い
る
。

　
（
16
）　
『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
巻
第
十
二
号
（
明
治
二
十
八
年
十
月
）、
時
事
欄
「
國
學
院
講
師
文
学
博
士
小
中
村
先
生
の
逝
去
」（
九
一
頁
）


